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令和７年度瀬戸内中讃定住自立圏 

女性活躍実践アイデア企業顕彰事業 実施要領 

 

１．目的 

   働く（働こうとする）女性が活躍できる職場環境の整備を促進するため、男性の家庭参画

も含む女性活躍に関する方針、取り組み及び実績並びにそれらの情報開示において特筆すべ

き手法・内容をもって実践している瀬戸内中讃定住自立圏域内に主たる事業所を有する企業

等（国、地方公共団体から一定以上の出資又は補助金等を受けている法人を除く）（以下、企

業等という。）を表彰し、もって、女性が性別役割分担意識による弊害もなく、その人らしく

活躍できる社会の実現に資することを目的とする。 

 

２．表彰の対象   

  表彰の対象は、次のいずれかもしくは複数の取り組みを、他社では見られない特筆すべき

手法・内容をもって実践する企業等とする。 

（１）役員・管理職へ女性を登用する（管理部門における女性活躍） 

（２）職場における女性活躍を促進する取り組み（職場（管理部門除く）における女性活躍） 

（３）女性職員が健康で働き続けられる制度設計（女性の健康支援） 

（４）育休・産休からの復職支援に関する取り組み（離職防止、Ｍ字カーブ解消への取り組み） 

（５）男性の家事・育児等への参画を促す取り組み（男女のワーク・ライフ・バランスの実践） 

（６）多様な働き方や休暇取得の改善を促す取り組み（年次有給休暇の取得促進等） 

（７）その他、女性の活躍に関する先進的な取り組み（職場外での女性活躍支援等） 

 

＜参考＞次の５つの視点により審査を実施します。 

     ①取り組みの成果（実績値）、②先進性、③独自性、④波及効果、⑤熱意 

        

３．応募方法 

   応募は、所定の様式（様式１）等を提出することにより行うこととする。提出先は協議会

事務局とする。 

 

４．表彰者 

  瀬戸内中讃定住自立圏女性活躍推進協議会（以下、協議会という。）の協議にて決定した者 

 

５．表彰方法 

 表彰楯及び副賞 

（１）女性活躍実践アイデア大賞 １件（副賞１０万円） 

 （２）女性活躍実践アイデア奨励賞 ３件（副賞５万円） 

 

６．表彰の時期  

表彰は年１回とし、協議会主催講演会にて実施する。 
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７．被表彰者の決定 

   応募資料等を基に協議会の協議にて決定する。審査決定に際しては、次の各号の全てに該

当する企業等とする。ただし該当者がない場合は表彰しない。 

（１）協議会が行う女性活躍推進のための広報啓発活動に協力できること。 

（２）労働関係法令に関し重大な違反がないこと及びその他の法令上又は社会通念上、表彰す

るにふさわしくないと判断される問題を起こしていないこと。 

 

９．表彰の事務 

  表彰に関する事務は、協議会事務局にて行う。 

 

10．その他 

（１）この要領に定めるもののほか、表彰の実施に関し必要な事項は、協議会事務局主管課長

が定める。 

（２）この事業の実施については実施年ごとに、協議会にて協議し、委員の半数以上の賛成を

もって実施することとする。 

（３）この要領は、令和７年７月３日から施行する。 

 


